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研究要旨 

肥厚性皮膚骨膜症の一症状である頭部脳回転状皮膚(CVG)の客観的評価のために、頭部 MRI を用いて、 

皮膚の肥厚、脳回転状皮膚の有無、しわの深さについて検討する。診断の均てん化、治療効果の判定 

に寄与するかどうかが期待される。 

 

Ａ．研究目的 

肥厚性皮膚骨膜症(PDP)の一症状である頭部

脳回転状皮膚(CVG)は，完全型の診断基準の

重症度 3 以上に含まれている。しかし，頭髪
に隠れてしまう頭頂部や後頭部の皮膚の肥
厚などについての評価は外見からでは評価

が難しい。本研究では，CVG の客観的評価の

ために，頭部 MRI を用いて，皮膚の肥厚，
頭部脳回転状皮膚の有無，しわの深さについ
て検討する。今年度においては，プロスタグ
ランジン合成阻害剤投与後にフォローされ

た患者に対しての CVG の変化と皮下組織の
変化について検討を加えた。 
 
Ｂ．研究方法 
対象は，頭部 MRI を撮像した PDP6 例(男性，

20-47 歳，平均 29 歳)である。検討項目は，

1)皮膚の肥厚の程度についてコントロール

群と比較，2)CVG の有無，3)頭頂部の CVG の

皮膚の凹凸と前額部しわの重症度と比較，4)

プロスタグランジン合成阻害剤投与後1年で

follow up した患者に対する皮膚の肥厚と

CVG の程度を使用前との比較，皮下組織の信

号の程度について比較し，頭部 MRI の有用性

について検討した。MRI の撮像方法は，T1，

T2 強調画像の横断像，冠状断像，矢状断像で

ある。 

 

Ｃ．研究結果 
1)皮膚の肥厚は，前額部，頭頂部，後頭部い

ずれにおいても，PDP6 例(皮膚厚 7-11mm 厚)

は，コントロール群(5-7mm 厚)より肥厚して

いた。2)1 例を除く 5 例で CVG の存在を確認

した。3)頭頂部 CVG の皮膚の凹凸と前額部し

わの重症度とは相関性は見られなかった。

4)1 年後に follow up した症例は 3 例で不完

全型 1例，完全型 2例である。前額部の皮膚

の肥厚は投与前と比べて0.7-1.3mmの減少が

2例に,頭頂部の皮膚肥厚は0.5-1mmほどの減

少が見られた。皮膚の凹凸の程度の改善が見

られた。皮膚及び皮下組織は，T1強調画像で

は 5層に認められる。表面から 3層目に相当

する部分が相対的に最も肥厚してみえるが，

CVG の grade とは相関はなさそうであった。

この層構造が皮脂腺の肥厚や線維化を反映

している可能性はある。 

 

Ｄ．考察 
CVG の有無は頭部 MRI で確認可能で，CVG の

診断に有用で，前額部皮膚の grade の状態と

CVG の皮膚の凹凸の程度とは相関性が見られ

ないため，PDPの診断基準の重症度判定にMRI

は必要と考えられる。治療後，皮膚の肥厚や

凹凸の差にはわずかに改善が見られ，MRI は，

治療効果判定にも用いることができるかも

しれない。また，通常に比して，皮膚および

皮下組織の層構造が T1 強調画像で比較的明

瞭に確認でき，今後，病理所見と比較検討す

ることによって，病態の把握ができるかもし

れない。 

 

Ｅ．結論 
前額部のしわの程度と必ずしも相関性がな
い点も考慮し，CVG の診断には，頭部 MRI
が必要と思われる。また，治療効果判定とし
ての可能性もあると考えられる。 
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Ｆ．健康危険情報                     
  なし 
 
Ｇ．研究発表 
1. 論文発表 なし 

2. 学会発表 なし 
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